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月面での水資源を利用した推薬生成の運用コンセプト

レゴリス採取場所(永久影の領域）

射場（長期日照領域）
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月面での水資源利用のプロセス

 ステップ1 ： 掘削（Regolith Collection）

 ステップ2 ： 運搬（Mobility）

 ステップ3 ： 抽出（Water/Gas Extraction）

 ステップ4 ： 電解（Electrodizer）

 ステップ5 ： 液化（Cooling）

 ステップ6 ： 保存（Storage）

 ステップ7 ： 充填（Supply）
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「リソース（地球から打上げる質量）の低減」に着目し
低減効果の高い「液化」，「保存」に着目して課題を整理

①掘削

②運搬 （積込）

（移動）

（荷降）

③抽出

⑤液化

⑥貯蔵

④電気分解

⑦充填
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月面での水資源利用に向けた重点募集テーマ
プロセス 中テーマ 小テーマ 関連キーワード

液化

低エネルギでの液化

予冷エネルギの低減
予冷効率の高い冷媒適用技術
永久影を利用した予冷技術

液化エネルギの低減
ブレイトンサイクルを用いた方式とは異なる冷凍方式を
用いた液化技術（異なる熱力学サイクルや磁気を用いた冷凍等）

電力供給の効率化 軽量な電力供給技術
月面資源を用いた発電技術
エネルギ（電力）密度（W/kg)の高い発電/蓄電技術

保存

貯蔵システムの軽量化

タンク（容器）の軽量化技術
非金属材料等の軽量材料（樹脂、膜及び複合材等）や
高性能断熱材を用いた極低温液体の貯蔵技術

ボイルオフ対策に伴う
物量増加対策

ボイルオフガス抑制技術
防熱技術
永久影を利用したボイルオフガスの再液化・冷却技術

材料適合性

酸素下での耐性 酸素適合性の高い材料

水素透過 ガスバリア性の高い材料

水素脆化
軽量耐水素脆化材料
液化水素下での材料寿命評価
液化水素下での保全技術（遠隔での検知・診断，運用管理等）
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研究提案募集（RFP６）を経て実施中の研究一覧
No. 研究課題 課題概要 研究テーマ 実施企業・機関

1

艤装性に優れた
高性能MLI技術

重力環境下においても高い断熱性能を
維持できる断熱材技術の研究を行う。

艤装性に優れた液体水素貯蔵
タンク等向けＭＬＩの高性能化

栃木カネカ株式会社
共同機関：株式会社カネカ/
三 菱 重 工 業 株 式 会 社 /

大成建設株式会社

2
推薬液化エネル
ギーを低減する技
術の研究開発

高い冷却効率で酸素及び水素の液化（約
20K）が実現可能で、小型・軽量な極低温
冷凍技術を開発する。

推薬液化エネルギーを低減する
磁気冷凍技術の研究開発

物質・材料研究機構
共同機関：株式会社ispace/
住友商事株式会社/
高砂熱学工業株式会社

3

ボイルオフガスお
よび冷凍機の活用
による推薬貯蔵シ
ステム効率向上化
の研究

極低温流体では避けられない周囲温度差
によって生じる熱侵入を有効活用しつつ、
高度な熱交換技術を採用した推薬貯蔵シ
ステムの全体の効率化を実現させる技術
の研究を行う。

高効率熱交換チューブとボイル
オフガス/冷凍機ループによる
タンク冷却システム

東海国立大学機構
名古屋大学

4
複合材等による液
体酸素、液体水素
貯蔵系の軽量化

複合材等の軽量材料を用いた液体酸素や
液体水素の極低温貯蔵系について、水素
透過性、酸素適合性に関する研究を行う。

薄膜ニッケル電気めっきを施し
た複合材による液体水素、液体
酸素貯蔵系の軽量化

株式会社ＩＳＴ

5ＲＦＰ６情報出典：https://www.ihub-tansa.jaxa.jp/（2021/3/1）

各共同研究（次年度完了予定）の成果を踏まえ、新たな情報提供要請を検討・提示予定

https://www.ihub-tansa.jaxa.jp/

	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8

